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指揮棒に
気持ちを込めて
　  （鼓隊：うどの幼稚園運動会）   



01・02・07.全校綱引き。
03.おじいちゃんおばあちゃ
んと紅白玉入れ。04.組み
体操。05・08.80 メートル
走。06.親子どんぶりリレー。
09.ゴーゴー一輪車。
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01.熊野ハレヤ節。02.ト
ロール船。03・05.Good 
Lucky。04. ４ 色 リ レ ー。
06.鵜殿ばやし。07.ココ
ロのちず。08.大玉ころりん。
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01・03. 障 害 物 競 走。
02・06. タ イ ヤ 引 き。
04・08.Moment。05. 騎
馬戦。07.全校リレー決勝。
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01・03・05. 花 笠 音 頭。
02.親子でころころ。04.相
野谷オリンピック。06.徒競
走。07.うず潮。
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01・06.ちからをあわせて！02.～おしりかじり虫～おしりの山は
エベレスト。03.かけっこ。04.青信号でGO！05.秘伝ラーメン体操。
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01・04.バリバリ BUDDY。02.フルフル・フルーツ。
03.しずくちゃんマーチ。05.おくちにアーン。
06.忍者に変身。07.かけっこ。

01・03・04. が ん ば れ 日 本 ～ KIZUNA ～。
02・05.鼓隊：双頭の鷲の旗の下に。06.いそ
いでいそいで。07.かけっこ。

01・06. 熊 野 日 和。02・04. か け っ こ。
03.しずくちゃんマーチ。05.ジャングル探検隊。

01.それゆけアンパンマン。02・03.まねきねこ
ダック。04.かけっこ。05.きょうりゅうダンス。
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第
６
回
紀
宝
み
な
と
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
10
月
14
日
、
鵜
殿
港
で

２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
約
９
，

８
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
食
べ
物
や
物
産
の
出
店

が
立
ち
並
び
、
地
元
の
９
団
体
が

ダ
ン
ス
や
和
太
鼓
演
奏
で
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
メ
イ
ン

ゲ
ス
ト
に
は
、
パ
パ
イ
ヤ
鈴
木
さ

ん
が
登
場
し
、
自
身
の
ユ
ニ
ッ
ト

「
パ
パ
イ
ヤ
鈴
木
と
お
や
じ
ダ
ン

サ
ー
ズ
」
と
し
て
、
華
麗
な
ダ
ン

ス
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
ト
ー
ク

で
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
「
見
る
・
遊
ぶ
・
食
べ
る
・
買
う
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
平
成
18
年
か
ら

開
催
し
て
い
る
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

昨
年
は
台
風
12
号
の
影
響
で
中
止

と
な
り
、
今
回
で
６
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、

勤
労
者
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
促
進
事

業
実
行
委
員
会
に
よ
る
「
熊ゆ

う

・
Ｙ

Ｏ
Ｕ
・
遊ゆ

う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
も

同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
和
太
鼓
グ
ル

ー
プ
や
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
展
開
し
、
ま
た
初

企
画
と
し
て
大
声
選
手
権
「
紀
宝

の
中
心
で
愛
を
叫
ぶ
！
」
と
銘
打

っ
た
企
画
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
家

族
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
言

葉
や
、
彼
女
へ
の
愛
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
ほ
か
、
台
風
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
町
に
対
し
て
「
紀
宝

町
！
が
ん
ば
れ
〜
!!
」
な
ど
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
叫
ば
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
船
上
遊
覧
の
黒
潮

体
験
や
、
青
少
年
育
成
釣
り
大
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
企
画
が
あ

っ
た
ほ
か
、
地
元
の
農
産
物
や
特

産
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
が
交
流
し
て
い
る
石
川

県
中な

か

の

と

ま

ち

能
登
町
か
ら
も
物
産
品
の
販

売
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
ま
ち
の

特
色
を
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む

人
た
ち
の
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

  
紀
宝
町が
ん
ば
れ
〜
!!

01.各ブースの前には多くの人が。02.大声選手権では、被災した紀
宝町に向けてエールが送られました。03.紀宝ふるさと音頭。04.健
康体操ウミガメビクス。05.大声選手権。06.町が交流を深めている
石川県中能登町から、役場の廣瀬企画課長、商工会の木村会長、親善
大使の岡島さんが来町され、あいさつされました。07.キャラクター
ショー。08.ほたる夢太鼓。09.中能登町の特産販売コーナー。
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10.熊野水軍子供太鼓。11.港で開催とあって、海の幸も盛りだ
くさん。12.みかん袋詰め放題コーナー。13.紀州舞踊隊と八咫
烏。14.メインゲストの「パパイヤ鈴木とおやじダンサーズ」。華
麗なダンスと歌を披露してくれました。15.鵜殿ばやし。16.多
彩な催しに会場は笑顔であふれていました。17.射的コーナー。
18.船上遊覧の黒潮体験。19.木工教室。

町にたくさんの笑顔があふれた日
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一
般
会
計

　

歳
出
額
は

72
億
４
，
８
８
６
万
円

平
成
23
年
度
決
算
報
告

総務費
・町民バスの運行委託 4,509 万円
・総合住民システム更新業務委託 2,770 万円
民生費
・井田保育所新築建替事業 1億 9,532 万円
・特別養護老人ホーム亀楽苑への補助金 7,470 万円
・台風 12号災害　紀宝町被災者生活再建支援金 1億 8,194 万円
・台風 12号災害　紀宝町災害見舞金 2,350 万円
・台風 12号災害　相野谷保育所災害復旧事業 3,870 万円
・包括支援事業　 2,731 万円
衛生費
・予防接種事業 3,490 万円
・台風 12号災害　災害ごみ関連事業 4億 6,398 万円
農林水産費
・中山間地域総合整備事業負担金 4,350 万円
・台風 12号災害　農地災害復旧事業 6,839 万円
・台風 12号災害　林道施設災害復旧事業 7,367 万円
・台風 12号災害　農業施設災害復旧事業 1,587 万円
・台風 12号災害　被災地域農業再生緊急支援事業 2,438 万円
商工費
・ふるさと雇用再生特別基金事業 967万円
土木費
・道整備交付金事業 1億 6,098 万円
・社会資本整備総合交付金事業 7,568 万円
・台風 12号災害　町道等応急復旧事業 3,196 万円
・台風 12号災害　町道等災害復旧事業 1億 3,909 万円
・台風 12号災害に伴う住宅の応急修理 2億 3,758 万円
消防費
・台風 12号災害　防災無線屋外子局改修事業 2,457 万円
教育費
・矢渕中学校屋内運動場耐震補強事業 8,917 万円
・成川小学校木造校舎改築事業 1億 2,877 万円
・鵜殿体育館屋根塗装事業 1,605 万円
・台風 12号災害　成川小学校特別教室棟災害復旧事業 1,798 万円
・台風 12号災害　相野谷小学校校舎災害復旧事業 1,555 万円

◆ 平成23年度の主なまちづくり事業

歳  入
79億 2,609

単位：万円

町　税
10億8,280
（13.7％）

地方交付税
31億7,513
（40.1％）

町　債
9億1,400
（11.5％）

県支出金
11億7,652
（14.8％）

国庫支出金
6億5,475
（8.3％）

分担金及び負担金
7,382（0.9％）

繰　入　金
1億979（1.4％）

諸　収　入
1億3,312（1.7％）

その他の収入（5.1％）
・繰越金　　 　　 　 3 億 6,980
・使用料及び手数料   　　1,334
・財産収入　   　　　　　1,484
・寄付金　　　　　　　　　605
その他の交付金（2.5％）
・地方譲与税　　　   　　5,592
・地方消費税交付金　　　9,637
・自動車取得税交付金　 　1,568
・地方特例交付金　　　　2,679
・利子割交付金　　　　　　363
・株式譲渡所得割交付金 　　  50
・交通安全対策特別交付金　122
・配当割交付金　　　　　　202

自主財源 : 18 億　356 万円（22.8％）
依存財源 : 61 億 2,253 万円（77.2％）

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、
町

議
会
9
月
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
58
億
７
，
６
３
１
万
円
で
ス
タ
ー
ト

し
た
平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
最
終
的
に

歳
入
が
79
億
２
，
６
０
９
万
円
、
歳
出
は
72
億
４
，

８
８
６
万
円
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

６
億
７
，
７
２
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
24
年
度
へ
繰
り
越
す
事
業
に
必
要
な
お
金
が

１
億
３
，
０
６
７
万
円
あ
る
の
で
、
実
質
的
な
収
支

は
５
億
４
，
６
５
６
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
、
そ

の
う
ち
３
億
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
ま
し

た
。
そ
の
他
、
特
別
会
計
は
左
記
の
表
の
と
お
り
黒

字
決
算
で
す
が
、
水
道
事
業
会
計
は
赤
字
決
算
と
な

り
、
不
足
額
は
留
保
資
金
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
予
算
額
・
決
算
額
は
、
千
円
以
下
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。）

地
方
交
付
税
が
全
体
の
４
割

ト
ッ
プ
は
民
生
費
の

 

20
億
７
，
９
６
４
万
円

歳
入

歳
出

　

歳
入
は
79
億
２
，
６
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
を
、
町
税
や
諸
収
入
な
ど
町
が
自
主
的
に
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
自
主
財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県

補
助
金
な
ど
国
や
県
か
ら
町
に
対
し
て
、
交
付
さ
れ
た

り
割
り
当
て
さ
れ
た
り
す
る
依
存
財
源
に
大
別
し
比
較

す
る
と
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財

源
が
77
・
２
％
と
全
体
の
約
３
／
４
を
占
め
、
そ
の
う

ち
県
支
出
金
は
前
年
度
と
比
べ
5
億
２
，
２
０
７
万
円

増
額
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
税
収
入
な
ど
の
自
主
財

源
は
22
・
８
％
で
全
体
の
約
１
／
４
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
中
で
最
も
多
い
の
が
町
税
収
入

で
、
10
億
８
，
２
８
０
万
円
。
町
民
一
人
当
た
り

9
万
２
２
６
円
（
町
税
の
総
額
を
平
成
24
年
3
月
31
日

現
在
の
人
口
で
割
っ
た
も
の
）
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
で
最
も
多
い
の
が
地
方
交
付
税

で
、
31
億
７
，
５
１
３
万
円
、
歳
入
全
体
の
40
・
１
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
を
進
め
る
た
め
に
国

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
町
債
は
11
・
５
％
、
9
億
１
，

４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
72
億
４
，
８
８
６
万
円
と
な
り
、
目
的
別

で
見
る
と
、
使
い
道
で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
の
は
井
田

保
育
所
新
築
建
替
事
業
な
ど
に
よ
り
民
生
費
で
歳
出

全
体
の
28
・
７
％
を
占
め
る
、
20
億
７
，
９
６
４
万

円
で
し
た
。
続
い
て
16
・
９
％
を
占
め
る
衛
生
費

12
億
２
，
７
４
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　特別会計とは、特定の事業を行う場合に特定の収入を特定の支出にあて、一般会計とは別に収支経理を行うことです。

平成 23年度の特別会計決算額は、歳入 21億 9,402 万円、歳出 20億 3,989 万円です。詳しくは下記の表のとおりです。

◉特別会計 歳 入 歳 出
国民健康保険 15億 9,774 14 億 7,859
老  人  保  健 0 0
後期高齢者医療 2億 1,937 2 億 1,676
診療所事業 1億 8,224 1 億 6,218
井内地域開発事業 6,073 6,072
町営浄化槽整備推進事業 1億 3,394 1 億 2,164
◉事業会計
水道収益的収支 2億 6,477 3 億 2,421
水道資本的収支 2,331 1 億   651

◉町の貯金と借金（平成23年度末）

基
金
（
貯
金
）

財政調整基金 13億 5,256
地域振興基金　 10億 8,446
その他の一般会計基金 １億 6,532
特別会計基金合計 4,882
基金合計 26億 5,116

地
方
債
（
借
金
）

一般会計 77億 7,923
水道事業特別会計 19億   708
町営浄化槽整備推進事業特別会計 1 億   510
地方債合計 97億 9,141

平成23年度　特別会計決算額

総務費
7億5,273
（10.4％）

民生費
20億7,964
（28.7％）

衛生費
12億2,741
（16.9％）

土木費
5億7,470
（7.9％）

教育費
7億2,716
（10.0％）

公債費
6億5,197
（9.0％）

農林水産業費
2億778
（3.0％）

商工費
8,865
（1.2％）

消防費
4億8,123
（6.6％）

災害復旧費
3億6,228
（5.0％）

議会費
9,531
（1.3％）

2歳  出
72億 4,886

単位：万円

単位：万円単位：万円
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区　 分 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） （参考）22年度人件費率

23 年度 72億 4,886 万円 11億 5,153 万円 15.9％ 18.6％

１．人件費の状況（普通会計決算）

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。　２．職員数は平成 23年４月１日現在の人数。

区　 分 職員数（A）
給与費 一人あたりの

給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
23 年度 123 人 4億 3,866 万円 1億 3,858 万円 1億 5,965 万円 7億 3,689 万円 599万円

（平成24年4月1日現在）３．職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

（注）「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当の額（期末・勤勉手当及び退職手当を除く。） 
      を合計したものです。

区 　分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

紀 宝 町 40.3 歳 305,738 円 361,173 円 51.0 歳 335,588 円 349,622 円

三 重 県 43.2 歳 337,318 円 444,153 円 47.9 歳 334,372 円 392,256 円

（平成24年4月1日現在）４．職員の初任給の状況
区　 分 紀宝町 三重県 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 178,800 円 172,200 円

高校卒 140,100 円 144,500 円 140,100 円

技能労務職
高校卒 135,600 円 144,500 円 ―

中学卒 122,400 円 ― ―

（平成24年4月1日現在）5．職員の経験別・学歴別平均給料月額の状況

（注）・経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。
　　・技能労務職は、経験年数７～ 20年未満は高校卒、中学卒ともに対象者はありません。

区分 経験年数７～ 10年未満 経験年数 10～ 15年未満 経験年数 15～ 20年未満

一般行政職
大学卒 248,700 円 273,600 円 326,600 円

高校卒 210,800 円 0円 281,500 円

６．職員手当の状況

（注）退職手当の１人あたり平均支給額は、平成 23年度に退職し
　　  た 職員に支給された平均額です。

区　分 紀宝町・国

期末手当

勤勉手当

　（平成 23年度割合）
  　　期末手当　　勤勉手当
  　　2.6 月分　   1.35 月分
 職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

退職手当

（支給率）   
　　　　    　 自己都合　   勧奨・定年
　勤続 20年　23.50 月分　 30.55 月分　
　勤続 25年　33.50 月分　 41.34 月分　
　勤続 35年　47.50 月分　 59.28 月分　
　最高限度額　59.28 月分　 59.28 月分　
  その他の加算措置  定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　（２％から 20％加算）
紀宝町の１人あたり平均支給額　2,060 万円

区 　分 全 職 種

特殊勤務手当

（23年度）

職員全体に占める
手当支給職員の割合

12.2 ％

支給対象職員１人
あたり平均支給年額

28,486 円

手当の種類（手当数） ８

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当
医師特殊
業務手当

多くの職員に支給
されている手当

感染症防疫等
作業従事手当

時間外

勤務手当

22年度
支給総額 4,258 万円

職員１人あたり
支給年額

41万円

23年度
支給総額 9,820 万円

職員１人あたり
支給年額

96万円

区　 分 内　　容

扶養手当

　配偶者　　　　　　　 　　　 13,000 円
　配偶者以外の扶養親族　　　   6,500 円
　ただし、配偶者のない場合そのうち１人め
　　　　　　　　　　　　　　　 11,000 円
※ 16歳以上 22歳までの子について 5,000 円加算

住居手当

　ア　借家、借間居住者
　　　支給対象額　12,000 円を超える額
　　　最高支給額　27,000 円
　イ　自宅居住者 　 2,000 円
　（新築又は購入後５年間は 2,500 円）

通勤手当

　ア　交通機関利用者　全額支給限度額　　　   
　　　55,000 円
　イ　交通用具使用者　最高支給限度額　
　　　14ｋｍ以上　17,600 円

７．特別職の報酬等の状況

（注）給料のカッコ内は、減額措置を行う前の金額です。

区　 分 給与月額等 期末手当

給料

町　　長

特別参与

666,000 円
（740,000 円）

508,500 円
（565,000 円）

3.95 月分

報酬
議  　長
副 議 長
議 　 員

255,000 円
205,000 円
195,000 円

3.0 月分

８．部門別職員数の状況と主な増減理由

（注）職員数は、一般職に属する職員数です。

区 　分 職　員　数
主な増減理由

部　 門 23年 24年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
土　　木

2
30
5
32
19
7
9

2
30
5
31
17
6
9

減員
減員
減員

小　　計 104 100

教育部門
消防部門

15
―

13
―

減員

小　　計 15 13

公
営
企
業
等

　

会
計
部
門

病　院
水　道
その他

―
4
5

―
4
5

小　計 9 9

合　計 128 122

　町職員の給与について、町民のみなさんに理解していただくために、そのあらましをお知らせします。
　町職員の給与は、民間企業、国やほかの地方公共団体の給与などを考慮したうえで、町議会の審議を経て条
例で定められています。
　人件費については、歳出総額に占める割合は、平成 23年度普通会計決算で 15.9％であり、前年度と比べ 2.7
ポイント減となっています。また、職員給与費については、平成 23年度普通会計決算で 7億 3,689 万円、職
員１人あたり 599万円となっています。
　町職員の給与について詳しくは、役場総務課（☎３３－０３３３）までお問い合わせください。

職員の給与状況をお知らせします
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イベント情報

【
日
時
】　

11
月
３
日
㈷　

午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
場
所
】　

ふ
れ
あ
い
会
館（
鵜
殿
）

※
お
茶
席
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎

32
―
０
２
４
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

12
月
１
日
㈯　

　
　
　
　

午
後
2
時
か
ら

【
場
所
】　

御
浜
町
役
場
３
階
く
ろ

し
お
ホ
ー
ル

【
講
師
】　

三
重
県
立
神
戸
高
等
学

校
長　

森も
り
か
わ川 

泉
い
ず
み 

氏（
臨
床
心
理
士
）

け
た
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
被
災
か
ら
の
復
興
を
め
ざ

し
て
、
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
し
ま
す
。
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ま
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
日
時
】　

11
月
25
日
㈰
、
午
前
8

時
40
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー
（
神
内
）

【
内
容
】　

が
ん
予
防
・
禁
煙
サ
ポ

ー
ト
コ
ー
ナ
ー
、
歯
科
健
診
、
介

護
予
防
コ
ー
ナ
ー
、
体
力
測
定
コ

ー
ナ
ー
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

屋
台
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

※
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
詳
し

く
は
、
今
月
号
に
折
り
込
ま
れ
て

い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

32
―
３
７
０
０
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

東
紀
州
地
域
の
文
化
、
伝
統
、

信
仰
な
ど
を
調
査
・
発
信
し
て
い

る
〝
み
え
熊
野
学
研
究
会
〞
で
は
、

下
記
の
日
程
で
紀
宝
町
地
域
巡
回

講
座
を
開
講
し
ま
す
。
平
尾
井
薬

師
や
神
内
神
社
の
巨
岩
に
つ
い
て

も
ふ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

町
は
、
次
の
と
お
り
「
紀
宝
町

健
康
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
発
生
し
た
台
風
12
号
災
害

の
影
響
で
、
心
身
と
も
に
疲
労
や

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
健
康
被
害
を
受

　

東
紀
州
を
舞
台
と
し
た
映
画

「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
42
」
の
三
重
県
先

行
上
映
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

映
画
「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
42
」
は
、

国
道
42
号
線
で
若
者
た
ち
が
伊
勢

か
ら
熊
野
へ
と
向
か
う
ロ
ー
ド
ム

ー
ビ
ー
で
、
紀
宝
町
で
も
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
上
映
会
当
日
に

は
、
監
督
・
出
演
者
に
よ
る
舞
台

挨
拶
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
出
演
者
】
高た

か
お
か岡

蒼そ
う
す
け佑

、
菊き

く
ち池  

亜あ

き

こ

希
子
、
武た

け
だ田
航こ

う
へ
い平
、
小お

の野
真ま

ゆ
み弓

ほ
か

【
日
時
】
11
月
22
日
㈭

　

１
部　

午
後
３
時
30
分
〜

　

津
地
方
法
務
局
熊
野
支
局
で

は
、
法
務
局
の
業
務
内
容
に
つ

い
て
、
広
く
地
域
住
民
の
み
な

さ
ま
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
年
も
市
民
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
開
催
日
】　

11
月
13
日
㈫
・
14
日

㈬
・
16
日
㈮

【
受
講
時
間
】　

午
後
１
時
30
分

か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
講
座
内
容
・
開
催
日
等
】　

下
記

の
表
①
の
と
お
り

【
開
催
場
所
】　

◉
熊
野
会
場
：
津

地
方
法
務
局
熊
野
支
局
２
階
会
議

室
（
熊
野
市
井
戸
町
６
７
３
番
地

７
）、
◉
尾
鷲
会
場
：
津
地
方
法
務

局
尾
鷲
出
張
所
２
階
会
議
室
（
尾

鷲
市
南
陽
町
６
番
34
号
）

【
定
員
】　

各
会
場
10
名
程
度
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
に
な

り
ま
す
）

【
受
講
料
】　

無
料

【
申
込
方
法
】　

は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
話
、
も
し
く
は
法
務
局
の
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
い
た
だ
く
場
合
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
回

（「
第
１
回
希
望
」、「
第
１
回
・
第

２
回
・
第
３
回
希
望
」
等
）
に
つ

い
て
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】　

各
回
と
も
開
催

日
の
前
日
ま
で
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
詳
し
く
は
、
津
地
方
法
務
局
熊

野
支
局
総
務
係
（
☎
０
５
９
７

―
85
―
２
３
１
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
９
７
―
85
―
２
３
７
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
部　

午
後
６
時
15
分
〜

　

※
各
５
０
０
席
ま
で

【
場
所
】
ま
な
び
の
郷

【
料
金
】
前
売
り
券　

１
，
０
０
０
円

【
先
行
上
映
券
販
売
場
所
】

　

紀
宝
町
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
、
紀
宝

町
商
工
会
、
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ

鵜
殿
店
、
ま
な
び
の
郷
、
福
祉
の

店
「
ア
プ
ロ
ー
チ
」
※
上
映
券
の

枚
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
三
重
県
上
映
会
全
て
の
入
場
券

１
枚
に
つ
き
１
０
０
円
が
紀
伊
半

島
大
水
害
の
復
興
支
援
と
し
て
被

災
地
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
演
題
】　
「
子
ど
も
の
心
の
理
解

と
そ
の
対
応
」

▼
詳
し
く
は
、
熊
野
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
９
７
―
89
―
５

９
４
５
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】　

11
月
10
日
㈯ 

午
前
９
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
、
11
月
11
日

㈰ 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
場
所
】　

田
代
体
育
館

【
内
容
】　

絵
画
や
書
・
写
真
・
陶

芸
・
墨
絵
・
絵
手
紙
・
手
芸
作

品
・
生
花
・
文
芸
・
寒
蘭
な
ど
体

育
館
に
力
作
を
展
示
。
ま
た
、
保

育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
コ
ー
ナ
ー
や
お
茶
席
も
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎

32
―
０
２
４
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

紀
宝
町
の
冬
の
風
物
詩
「
光
の

祭
典
in
紀
宝
」
が
復
活
し
ま
す
。

昨
年
は
、
台
風
の
影
響
で
や
む
を

え
ず
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
12
月
１
日
㈯
か
ら
１
月
５
日

㈯
ま
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点

灯
さ
れ
ま
す
。

　

光
の
祭
典
in
紀
宝
実
行
委
員

会
で
は
、
次
の
２
つ
に
つ
い
て
募

集
し
て
い
ま
す
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
飾
り
付
け
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
に
向

け
て
飾
り
付
け
を
一
緒
に
手
伝
っ

て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
（
仲
間
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
飾

り
付
け
軽
作
業

【
場
所
】
ふ
る
さ
と
資
料
館

【
日
時
】
10
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰
、

11
月
3
日
㈯
、
4
日
㈰
、
10
日
㈯
、

11
日
㈰
、
17
日
㈯
、
18
日
㈰
、
23

日
㈷
、
24
日
㈯
、
25
日
㈰

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の

好
き
な
時
間
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

②
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

12
月
１
日
か
ら
ふ
る
さ
と
資
料

館
で
行
わ
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
す
。
応
募
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
テ
ー
マ
】
光
の
祭
典
in
紀
宝
の

幻
想
的
な
世
界
が
伝
わ
る
作
品

【
応
募
規
定
】
平
成
24
年
12
月
１

日
か
ら
平
成
25
年
１
月
５
日
の
間

に
開
催
さ
れ
る
光
の
祭
典
in
紀
宝

を
撮
影
し
た
も
の
。

【
応
募
締
切
】
平
成
25
年
１
月
11

日
㈮
必
着

【
賞
お
よ
び
特
典
】
金
賞
１
点
（
賞

金
３
万
円
）、
銀
賞
２
点
（
賞
金

１
万
円
）、
銅
賞
４
点
（
賞
金
５

千
円
）、
入
選
約
10
点
（
記
念
品
）

＊
い
ず
れ
も
、
詳
し
く
は
今
月
号

の
広
報
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
光
の
祭
典
in
紀
宝

実
行
委
員
会
事
務
局
【
役
場
企
画

調
整
課
】（
☎
33
―
０
３
３
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

三
重
県
立
図
書
館
で
は
、
市
町

立
図
書
館
等
と
連
携
し
て
、
県
内

各
地
の
聖
地
を
紹
介
す
る
館
内
展

示
と
と
も
に
、
伊
勢
、
熊
野
の
そ

れ
ぞ
れ
の
信
仰
や
聖
地
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
植

島
啓
司
氏
と
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し

て
、
三
重
の
聖
地
に
関
す
る
講
座

を
開
講
し
ま
す
。
入
場
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
表
題
】　

図
書
館
連
携
セ
ミ
ナ
ー

「
聖
地
熊
野
の
不
思
議
を
語
る
」

【
日
時
】　

12
月
８
日
㈯　

　

町
教
育
委
員
会
は
、「
日
本
と
チ

ベ
ッ
ト　

異
文
化
を
超
え
て
」
を

演
題
と
し
、
講
師
に
チ
ベ
ッ
ト
出

身
の
バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
を

お
迎
え
し
て
人
権
講
演
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

11
月
６
日
㈫

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

【
場
所
】　

ま
な
び
の
郷
き
ら
め
き

ホ
ー
ル

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎

32
―
０
２
４
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
７
日
㈬　

　

午
後
6
時
30
分
開
講

　
（
午
後
6
時
開
場
）

【
場
所
】
ま
な
び
の
郷
２
階
研
修
室

【
講
師
】
花は

な
じ
り尻 

薫か
お
る　

氏　
（
み
え

熊
野
学
研
究
会
副
運
営
委
員
長
）

【
演
題
】
聖
地
熊
野
の
祭
り
と

磐い
わ
く
ら座

信
仰　

【
料
金
】無
料（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

▼
詳
し
く
は
、
東
紀
州
観
光
ま
ち

づ
く
り
公
社
（
☎
０
５
９
７
―
23

―
３
７
８
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

鵜
殿
愛
蘭
会
展

示

会

を

開

催

子
育
て
支
援
講
演
会
開
催

み
え
熊
野
学
地
域

巡

回

講

座

開

講

紀
宝
町
健
康
ま
つ
り
開
催

映
画
「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｅ
42
」

先
行
上
映
会
開
催

「
な
っ
と
く
！
法
務
局
」

市
民
講
座
受
講
生
募
集

紀
宝
町
文
化
展
を
開
催

光
の
祭
典
in
紀
宝

「
三
重
の
聖
地
展
」開
催

人
権
講
演
会
開
催

　
　
　
　

午
後
４
時
〜
５
時
30
分

【
場
所
】　

熊
野
倶
楽
部
馳ち

そ
う
あ
ん

走
庵

【
講
師
】
植う

え
し
ま島

啓け
い
じ司

氏
（
宗
教
人

類
学
者
）、
久く

ぼ保
咲さ

き
え恵
氏
（
木
花

堂
店
主
）、
疋ひ

き
だ田

眞ま
お
み臣

氏
（
元
和

歌
山
県
立
新
宮
高
等
学
校
長
）

【
定
員
】
先
着
１
０
０
名
（
事
前

申
し
込
み
制
）

▼
詳
し
く
は
、
鵜
殿
図
書
館
（
☎
32

―
４
６
４
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

回 開催日 内容 会場

１ 11/13 ㈫ 不動産の相続登記はどうするの？ 熊野会場

２ 11/14 ㈬ 成年後見登記制度について 熊野会場

３ 11/16 ㈮ 不動産の相続登記はどうするの？ 尾鷲会場

表①　講座内容・開催日等

前回の祭典の様子
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◆
募
集
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
平
成
26

年
度
・
27
年
度
に
小
学
校
に
入
学

す
る
幼
児

◆
募
集
定
員

　

５
歳
児
（
平
成
26
年
度
小
学
校

入
学
）　

60
名

　

４
歳
児
（
平
成
27
年
度
小
学
校

入
学
）　

20
名

◆
申
し
込
み
先

　

紀
宝
町
教
育
委
員
会

◆
保
育
料　

　

１
か
月　

５
，
５
０
０
円

　
（
年
間
６
６
，
０
０
０
円
）　

◆
給
食
費　

　

１
食
２
６
０
円（
牛
乳
代
を
含
む
）

※
幼
稚
園
の
指
導
方
針
に
基
づ

き
、
お
弁
当
の
日
も
あ
り
ま
す
。

（
月
２
回
程
度
）

◆
服
装　

　

制
服
が
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
年
少
組
に
在
籍
し
て
い

る
お
子
さ
ん
は
、
新
た
に
入
園
申

し
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
退
園
さ
れ
る
場
合
は
、
早
め

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
紀
宝
町
教
育
委
員

会
（
☎
33
―
０
３
４
１
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

うどの幼稚園
入園園児募集

町立保育所
入所児童募集

成川保育所

子育て支援センターを
ご利用ください♪

　

平
成
25
年
度
紀
宝
町
立
う
ど
の

幼
稚
園
の
園
児
を
下
記
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
入
園
を
希
望
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
は
、

入
園
申
込
書
を
添
え
て
、
申
し
込

み
期
間
内
に
、
紀
宝
町
教
育
委
員

会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
は
、
紀
宝
町
教
育
委
員

会
、
う
ど
の
幼
稚
園
で
用
意
し
て

い
ま
す
）

　

う
ど
の
幼
稚
園
は
、
幼
児
教
育

を
行
う
教
育
機
関
で
す
。

❶
日
課　

　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
10

分
登
園
。
４
歳
児
は
午
後
２
時

に
降
園
。
５
歳
児
は
午
後
２
時

10
分
に
降
園
。
※
土
曜
日
、
日

曜
日
、祝
日
は
休
業
で
す
。
ま
た
、

夏
季
・
冬
季
・
春
季
に
は
長
期

休
業
が
あ
り
ま
す
。
小
学
校
と

ほ
ぼ
同
様
で
す
。

❷
通
園　

　

原
則
と
し
て
徒
歩
通
園
で
す
。

遠
方
の
方
は
、
保
護
者
の
責
任
で

送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。
４
歳
児

に
つ
い
て
は
、
体
力
・
安
全
面
か

ら
送
迎
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
期
間

　

平
成
24
年
11
月
15
日
㈭
か
ら
11

月
30
日
㈮
ま
で

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。（
土

曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

　

平
成
25
年
度
の
町
内
保
育
所

の
児
童
を
下
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
お

子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
は
、
入
所

申
込
書
を
添
え
て
、
申
し
込
み

期
間
内
に
、
希
望
す
る
保
育
所
、

ま
た
は
役
場
福
祉
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、

各
保
育
所
と
役
場
福
祉
課
で
用

意
し
て
い
ま
す
）

◆
申
し
込
み
期
間

　

平
成
24
年
11
月
１
日
㈭
か
ら

11
月
15
日
㈭
ま
で

※
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。（
土

曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

◆
申
し
込
み
手
続
き

　

各
保
育
所
、
役
場
福
祉
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
希
望
す
る
保
育

所
、
ま
た
は
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
広
域
入
所（
御
浜
町
・

熊
野
市
・
新
宮
市
等
）
も
同
時
に

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
役
場
福
祉

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
入
所
定
員

　

相
野
谷
保
育
所
45
人
、
飯
盛
保

育
所
60
人
、
井
田
保
育
所
90
人
、

成
川
保
育
所
90
人
、
鵜
殿
保
育
所

１
２
６
人

◆
入
所
基
準

　

保
育
所
は
、
保
護
者
が
労
働
に

従
事
、
あ
る
い
は
疾
病
に
か
か
っ

て
い
る
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
を
、

保
護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施

設
で
す
。
次
の
事
情
に
限
り
ま
す
。

❶
昼
間
に
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て

い
る

❷
昼
間
に
居
宅
内
で
家
事
以
外
の

仕
事
を
し
て
い
る

❸
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出

産
し
て
間
が
な
い
と
き

※
母
子
健
康
手
帳
の
写
し
が
必
要

❹
疾
病
に
か
か
り
、
も
し
く
は
負

傷
し
、
ま
た
は
精
神
も
し
く
は

身
体
に
障
が
い
を
有
す
る
同
居

の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る

❺
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の

ほ
か
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ

て
い
る

◆
長
時
間
保
育
を
希
望
す
る
方

　

通
常
の
保
育
時
間
は
、
平
日
が

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30

分
、
土
曜
日
が
午
前
８
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
で
す
。

　

長
時
間
保
育
を
希
望
す
る
方

は
、
長
時
間
保
育
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
入
所
申
込

書
な
ど
と
同
時
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
長
時
間
保
育
は
途
中
か

ら
で
も
条
件
が
合
え
ば
可
能
）。

な
お
、
長
時
間
保
育
希
望
者
が
少

な
い
場
合
は
、
希
望
の
保
育
所
で

長
時
間
保
育
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
長
時
間
保
育
時
間

　

午
前
７
時
30
分
か
ら
８
時
30
分

ま
で
と
、
午
後
４
時
30
分
か
ら
６

時
ま
で
で
す
。

◆
長
時
間
保
育
料
金

　

午
前
８
時
30
分
以
前
、
午
後
４

時
30
分
以
降
の
い
ず
れ
か
一
方
、

ま
た
は
両
方
を
希
望
し
て
も
、

月
々
の
保
育
料
と
は
別
に
、
月
額

２
，
０
０
０
円
（
２
人
め
以
降
は

半
額
、
３
人
め
以
降
は
無
料
）
が

必
要
で
す
。

《
長
時
間
保
育
基
準
》

❶
児
童
の
両
親
が
居
宅
外
で
労
働

し
て
お
り
、
午
前
８
時
30
分
以

前
、
あ
る
い
は
午
後
４
時
30
分

以
降
も
労
働
し
て
い
る
こ
と
が

証
明
で
き
る
児
童
で
、
ほ
か
に

保
育
を
依
頼
で
き
る
者
が
い
な

い
❷
要
保
育
者
で
、
代
わ
っ
て
保
育

を
行
う
者
が
、
午
前
８
時
30
分

以
前
、
あ
る
い
は
午
後
４
時
30

分
以
降
も
労
働
し
て
い
る
こ
と

が
証
明
で
き
る

❸
事
情
に
よ
り
、
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る

◆
土
曜
保
育

　

土
曜
日
の
保
育
場
所
に
つ
い
て

は
、
次
の
２
か
所
で
希
望
者
を
対

象
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

井
田
保
育
所
・
飯
盛
保
育
所
・

相
野
谷
保
育
所
の
児
童
は
井
田
保

育
所
で
。
鵜
殿
保
育
所
・
成
川
保

育
所
の
児
童
は
鵜
殿
保
育
所
で
。

◆
そ
の
他

　

現
在
保
育
所
に
入
所
中
の
児
童

に
つ
い
て
は
、
各
保
育
所
か
ら
連

絡
し
ま
す
の
で
、
保
育
所
入
所
調

査
票
お
よ
び
就
労
証
明
書
、
平
成

24
年
分
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
そ

の
写
し
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
課
（
☎

33
―
０
３
３
９
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

紀
宝
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
中
の
親
子
に
遊
び
場

を
提
供
し
、
育
児
に
つ
い
て
の
相

談
、
育
児
情
報
の
提
供
な
ど
、
地

域
の
子
育
て
家
庭
に
対
し
て
の
育

児
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
た

い
。」「
交
流
の
場
が
欲
し
い
。」「
育

児
で
心
配
な
こ
と
を
相
談
し
た
い
。」

な
ど
と
思
っ
た
と
き
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
遊
び
場
の
利
用

【
場
所
】
紀
宝
町
保
健
セ
ン
タ
ー

【
開
設
日
】
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
（
９
時
〜
12
時
・
13
時
30
分
〜

16
時
）

◆
出
前
広
場

【
場
所
】
ふ
る
さ
と
歴
史
館
（
鵜

殿
）、
ふ
る
さ
と
資
料
館
（
大
里
）

ほ
か　

※
開
催
場
所
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
開
設
日
】
第
２
木
曜
日　

９
時

30
分
〜
12
時

◆
公
園
で
遊
ぼ
う

【
場
所
】
ま
な
び
の
郷
横
広
場

【
開
設
日
】
第
４
木
曜
日　

９
時

30
分
〜
12
時

※
ど
の
活
動
も
、
保
護
者
の
付
き

添
い
が
必
要
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
紀
宝
町
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
―
４
６
８
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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町
内
17
か
所
で

　

開
設
し
て
い
ま
す

　

住
民
票
の
発
行
業
務
な
ど
を
郵

便
局
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
町
職
員
が
町
内
17
か

所
に
出
向
い
て
、
移
動
支
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。（
表
①
移
動
支

所
開
設
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

お
住
ま
い
の
近
く
で
、
役
場
業

務
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

移
動
支
所
の
業
務
内
容

　

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
納
税
証

明
書
な
ど
の
申
請
受
付
事
務
（
交

付
は
後
ほ
ど
、
郵
送
か
職
員
が
直

接
お
届
け
し
ま
す
）
や
、
町
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
事
務
、

役
場
へ
の
各
種
届
け
出
事
務
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お住まいの近くで、役場業務が利用できます

移動支所をご利用ください

　
『
紀
宝
町
営
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
』
で
は
、
す
で
に

設
置
済
み
の
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
、
町
に
よ
る
維

持
管
理
を
希
望
さ
れ
る
場
合
の
『
寄
付
採
納
制
度
』
を
行

っ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
は
設
置
後
の

維
持
管
理
が
大
切

　

浄
化
槽
は
、
設
置
を
し
た
後
の

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
と

い
っ
た
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。

　

同
事
業
で
は
、
事
業
開
始
前
に

す
で
に
設
置
済
み
の
合
併
処
理
浄

化
槽
に
つ
い
て
、
寄
付
と
い
う
形

で
浄
化
槽
の
所
有
権
を
町
に
移
管

し
て
い
た
だ
く
と
、
町
が
責
任
を

持
っ
て
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
寄
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
ま
ず
、
役
場
環
境
衛
生

課
、
ま
た
は
、
同
事
業
の
契
約
先

で
あ
る
紀
宝
町
下
水
道
サ
ー
ビ
ス

㈱
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

ー
６
２
０
ー
６
９
０
）
の
ど
ち
ら

か
に
電
話
等
で
、
寄
付
の
申
し
出

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
維
持
管
理
関
係
の
書

類
と
、
浄
化
槽
の
状
態
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

確
認
後
、
最
終
清
掃
（
全
量
く

み
取
り
）
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

寄
付
採
納
と
い
う
形
に
な
り
ま
す

の
で
、
毎
年
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
清
掃
の
時
期
に
合
わ
せ
た
寄

付
の
申
請
が
効
率
的
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

〜
き
れ
い
な
川
を

　
　
未
来
に
残
そ
う
〜

そ
の
63

今
月
の
テ
ー
マ

清
掃
時
期
に
合
わ
せ
た

寄
付
が
効
率
的
で
す

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

〜
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
〜

シ
リ
ー
ズ

　
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化

　
そ
の
48

ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
は

節
電
に
は
な
ら
な
い

　

ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
は
、
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
を
保
護
す
る
機
能
な

の
で
消
費
電
力
は
下
が
り
ま
せ
ん
。

特
に
３
Ｄ
の
場
合
、
画
像
処
理
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
の
で
消
費
電

力
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

パ
ソ
コ
ン
も
使
い
方
や
使
う
時

間
を
考
え
れ
ば
節
電
に
な
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
は
起
動
す
る
と
き

と
電
源
を
切
る
と
き
に
多
く
の
電

力
を
消
費
し
ま
す
。
短
時
間
使
わ

な
い
な
ら
こ
ま
め
に
電
源
を
切
る

よ
り
ス
リ
ー
プ
状
態
に
し
た
ほ

う
が
消
費
電
力
が
下
が
り
ま
す
。

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ら
、
プ
ラ
グ

を
抜
い
て
も
し
ば
ら
く
は
バ
ッ
テ

リ
ー
で
動
く
の
で
電
力
ピ
ー
ク
時

の
節
電
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今月のテーマ   

パソコン

使う時間を減らす
ノートパソコンの利用時間を１日１時間短縮
した場合 ▶

『出典：財団法人省エネルギーセンター／家庭の省エネ大事典』

年間削減効果

電気 　5.48kWh
CO2 　1.9kg

年間節約金額

約  120 円

開設日 　会　　場　 開設時間

月
曜
日

５日
12日
19日
26日

桐原生活改善センター 　９：００～１０：１５
平尾井高齢者生産活動センター １０：３０～１１：４５
大里多目的集会施設 １３：３０～１４：４５
上野農事集会所 １５：００～１６：１５

火
曜
日

６日
13日
20日
27日

浅里生活改善センター 　９：００～１０：１５

北桧杖多目的集会施設 １０：３０～１１：４５

中村多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

水
曜
日

７日
14日
21日
28日

阪松原生活改善センター 　９：００～１０：１５
永田青年クラブ １０：３０～１１：４５
井田公民館 １３：３０～１４：４５
地下集会所 １５：００～１６：１５

木
曜
日

１日
８日
15日
22日
29日

上地多目的集会施設 　９：００～１０：１５

下地生活改善センター １０：３０～１１：４５

茶屋地構造改善センター １３：３０～１４：４５

下り場集落センター １５：００～１６：１５

金
曜
日

２日
９日
16日
30日

高岡老人憩の家 　９：００～１０：１５

鮒田構造改善センター １０：３０～１１：４５

表① 11月の移動支所開設日程 ピンク色は、移動図書館も開設

　

鵜
殿
地
区
に
架
か
る
波
静
橋
は
、
完
成
か
ら
50
年
以
上
が
経
過

し
て
い
る
た
め
、
老
朽
化
に
伴
う
架
替
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

工
事
に
伴
い
、
平
成
24
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
２
年
４
か
月
の
長
期
に
わ
た
り
、
終
日
通
行
止
め
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
期
間
の
通
行
止
め
で
皆
さ
ま
に
は
た
い
へ
ん
ご
不
便
・
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
近
い
将
来
予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・

南
海
地
震
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
災
害
に
強
い
橋
を
構
築
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
建
設
課
（
☎
33
―
０
３
３
６
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

波
静
橋
架
替
工
事
に
伴
う

終
日
通
行
止
め
に
つ
い
て

通行止期間

  平成２４年１２月　１日から
  平成２７年　３月３１日まで

鵜殿体育館

G国道 42号

コンビ
ニ

鵜殿港

紀宝町役場

鵜殿地区
波静橋

長期間ご迷惑をおかけしますが、完成後には、
道路幅が約 80cm広くなり、災害に強い橋に生
まれ変わります。

　町に浄化槽の維持管理を希望される場合、右表
にある使用料を月々お支払いいただくことになり
ます。65 歳以上のみの世帯などの場合は、使用
料の減免も行っていますので、浄化槽の寄付をお
考えの方は、ぜひ、この機会にご検討ください。

65歳以上のみの世帯は月額2,000円（５人槽）

※11人槽以上の使用料については、環境衛生課まで。

月々の使用料
浄化槽
の種別 通　常 65歳以上

のみの世帯
5 人槽 3,700 円 2,000 円
7 人槽 4,700 円 2,500 円
10 人槽 6,100 円 3,100 円
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P o l i c e

役場環境衛生課（☎３３－０３３８）紀宝警察署（☎３３－０１１０）

R e c y c l e

お願い♪
生ごみは、集積箱がいっぱい
のときには、外には絶対に置
かず、翌日以降に出すなど、
ご協力をお願いします。

◆締め切り　
　11月 16日（金）必着
　※当選者は、来月号の
　このコーナーで。
■ 10 月号の正解
　①おもいやり　② 14　③訪問　④足腰　⑤笑顔
■ 10 月号当選者
　（応募総数９通・正解者９人　賞品は「マイヤーレ
モン、マイヤーレモン100％果汁（150ml））
　下

し も じ

地花
は な え

江さん（大里）、小
こ ど の

殿敏
と し み

美さん（大里）
　門

か ど た

田好
よ し み

美さん（井田）
　内

う ち の

野　恵
めぐみ

さん（井田）
　水

み ず の

野良
りょうきつ

橘さん（井田）
▶詳しくは、役場企画調整課
広報係（☎３３－０３３４）まで。

抽選で特産品が当たります！

Qu i z

koho@town.kiho.lg.jp

◆問題
①一般会計歳出額は○○億 4,886 万円
②○○橋架替工事に伴う終日通行止めについて
③ 11 月８日は「いい○の日」
④女性の○○ホットライン
⑤締切間近！！○○の写メール大募集！！

◆応募資格　紀宝町内に在住の方
◆応募方法　ハガキかメール（koho@town.kiho.lg.jp）
で、クイズの答え５問分（○の中に入る数字や文字）
と、住所、氏名、年齢、電話番号、町や「広報きほう」
についてのひと言を書いて、役場企画調整課広報係
（〒519－5701 紀宝町鵜殿324）まで応募してくださ
い。正解者の中から、抽選で５名の方に、右写真の「町
の特産品」をお贈りします。

Bo o k s

百年前に出版された「熊
野百景冩真帳」をもとに
百年後の同じ場所を撮影。
熊野の百年間に流れた時
がひと目でわかる写真集。

生きるのに正しいも間違
いもない。運をぐるぐる
回して社会の隅々にまで
滞りなくいきわたらせる
のだ！現代日本人必読書。

聖地の想像力　
なぜ人は聖地をめざすのか
植島啓司 /著　 集英社

聖地とは何か？なぜ聖地は
動かないのか？世界各地の
聖地を研究してきた著名な
宗教人類学者が解き明かす
聖地の謎とは！？

植島啓司 /文  鈴木理策 /写真  集英社

世界遺産 神々の眠る
「熊野」を歩く 植島啓司 /著

集英社

生きるチカラ
久保昌雄 /撮影　久保広晃 /撮影
熊野文化企画 /編集　　はる書房

今昔・熊野の百景

再来年に世界遺産登録10
周年を迎える熊野。宗教人
類学者・植島氏と新宮出身
の写真家・鈴木氏による熊
野の魅力、再発見！！

◆   熊野の魅力、再発見！  ◆
　このたび、三重県立図書館との共催で、「三重の
聖地展・講演会」を開催するにあたり、下記の期間、
熊野関連資料の展示貸出を行います。新たな視点
で、熊野の魅力を再発見してください。たくさん
のご来館をお待ちしております。
期間 ： １１月１７日（土）～１２月１６日（日）
場所 ： 鵜殿図書館

◆鵜殿図書館（☎３２－４
よ

６
む

４
よ

６
む

）
◆利用時間：９：３０ ～ 18：００
◆休　館　日：毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日

Consumer

11 月号の当選者へは

温州みかん

生ごみは、十分に水切りをしてから！◉民事介入暴力巡回無料法律相談の開催
　暴力団からの不当な要求に泣き寝入りせず、
勇気を持ってご相談ください。
【日時】　11月 9日（金）　午後 1時～ 4時
【場所】　尾鷲中央公民館（尾鷲市中村町 10-41）

◉指名手配被疑者の検挙に御協力を！
　警察では、11月を指名手配被疑者捜査強化月
間として取り組みます。検挙活動には、町民の
皆さんのご協力が必要です。どんな些

さ さ い

細な情報
でも構いませんので、警察に通報していただき
ますようお願いします。

▶詳しくは、役場企画調整課（☎３３－０３３４）までお問い合わせください。

◆三重県消費生活センター
【毎週月～金曜日】午前９時から午後４時まで☎０５９－２２８－２２１２

０ 歳 児  10:00 ～ 10:30、１歳以上  11:00 ～ 11:30
３歳以上  13:30 ～ 14:00、小 学 生  14:00 ～ 14:30

11 月 24日（土） 

　生ごみを出した時に水分が残っていると、そ
の生ごみの臭いで、カラスやネコが集まり、ご
み集積場が荒らされることがあります。生ごみ
を出す時は、水切りネットなど使って十分に水
切りをしてから出すようにしてください。

　クーリング・オフ制度とは、訪問販売や電話勧誘などの対象となる取引において、消費者が
購入の申し込みや契約をした後に、一定の条件が整っていれば、特別な理由がなくても違約金、
その他一切の経済的負担もなく、一方的に申し込みの撤回または契約の解除ができる制度です。

◆ クーリング・オフ制度をご存知ですか？ ◆ 

◉犯罪被害者週間（11/25 ～ 12/1）

クーリング・オフ制度
　契約の書面を受け取った日から、表①の期間
内に契約の解除を申し出る書類を送付すれば、
無条件で解約できます。クーリング ･ オフは電
話ではできません。必ず書面で送付する必要が
あり、特定記録、簡易書留もしくは内容証明郵
便を利用して販売会社に送付します。クレジッ
トを利用した場合、クレジット会社にも送付す
る必要があります。郵送した書類はコピーし、
受領証とともに保管しましょう。

表①：クーリングオフの期間

取引形態 期　間 根拠法・条項

訪問販売

８日間

特商法第９条

電話勧誘販売 特商法第 24条

特定継続的役務提供契約
（エステ・学習塾・パソコン教室・
結婚情報提供サービス　等）

特商法第 48条

連鎖販売取引（マルチ商法）
20日間

特商法第 40条

業務提供誘引販売取引
（内職・モニター商法）

特商法第 58条
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  エネルギー（
1人３個で）：約

206kcal

     　　　  　　
　      塩分 ：約

1.2 ｇ　   

　

【作り方】
① れんこんは3～4ミリの輪切りにし、酢水（分量外）につけておく。
② 玉ねぎはみじん切りにし、少量の油で炒め、あら熱をとる。
③ ボウルにひき肉としょうが汁、酒、②を加えてよく混ぜる。
④ れんこんは水気をふいて両面に片栗粉をまぶし、③をはさむ。
⑤ フライパンに油を熱し、④を両面焼き、ふたをして弱火で蒸し
焼きにする。合わせたAの調味料を加えてからめ、火を止める。

　秋から冬にかけて旬のれんこんは、カリウ
ムが多い野菜です。カリウムは余分な塩分を
排泄する働きがあります。また噛みごたえが
あるため、食べすぎ防止にも役立ちます。
　今回は塩分をひかえめにするため、肉に
下味は付けず、タレだけで味付けしました。
お酢を使うことでしっかりした味になるので、
減塩でもおいしく食べることができます。

11 月の健康カレンダー

日 会 場 と 開 催 時 間
2・9・16・30日 保健センター （午後0時30分～２時30分）

※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

貯筋運動（イスに座ってできる簡単な運動です）

11 月の休日当番医
日 病 院 名 内科・外科

３日 真 砂 小 児 科 ☎（29）7313 小児科

４日 池 口 内 科 ☎（21）6678 内 科

11日 山 口 ク リ ニ ッ ク ☎（31）8052 外 科

18日 ましょうクリニック ☎（29）7800 内 科

23日 井 畑 医 院 ☎（31）7029 内 科

25日 湊 口 医 院 ☎（31）6660 内 科

日・祝 紀南医師会 応急診療所 ☎0597（88）1001 内 科

※ 変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター  
　（☎０５９７－８９－１１９９）にご相談ください。

子どもとお母さん（会場 紀宝町保健センター）
日 内 容 と 開 催 時 間
27日 すくすく育児相談　（午前９時30分～11時30分）
※要予約：詳しくは、保健センター（☎ 32-3700）まで。

日 会 場 と 開 催 時 間
７日 平尾井高齢者生活活動センター（午前9時30分～11時）
※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

元気塾（介護予防事業）

エネルギー（1
人３個で）：約

206kcal

塩分：約 1 2ｇ
　   【材料（４人分）】

れんこん 300g
鶏ひき肉 200g
玉ねぎ 1/2 個
しょうが汁、酒 各大さじ１
みりん、酢 各大さじ１
砂糖 大さじ 1/2
しょうゆ 大さじ１・1/2
油 大さじ 1/2
片栗粉 適宜

A

ノロウイルスは、「食中毒」「感染症」
の両方で対策しましょう !!
　秋から冬にかけて起こる食中毒の多くはウイルスによるもので、代表的なものとして、ノロウイ
ルスがあります。ノロウイルスは、食品中では増えず、人の腸管内でのみ増えます。そのために、
おう吐物やふん便を介した二次感染によって、周囲の人に移る可能性があります。

① 予防するには…
　清潔を保つことと、食品を十分に加熱することが基本です。

食品対策　：　生ものを食べるのを極力避け、８５℃で１分以上加熱調理しましょう。
手 洗 い　：　ウイルスを洗い流すために、調理の前後、トイレやおむつ交換、ペットをさわった後

などは、必ずせっけんでよく手を洗いましょう。

衛生管理　：　調理器具の使用後は、ときどき次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白剤）に浸して殺
菌しましょう。※ノロウイルスは、お酢や消毒用アルコールにも強いウイルスです。

汚物処理　：　おう吐物、ふん便を処理するときは、マスクとプラスチック手袋を着用し、周りを汚
染させないようにしましょう。

② かかってしまったら…
　ノロウイルスによる食中毒の症状（吐き気・おう吐、発熱、腹痛、頭痛、下痢）があったら、す
ぐ医療機関にかかりましょう。素人判断で下痢止めや吐き気止めを飲むとかえって悪化する危険が
あります。

　三重県は平成 24 年 3月、歯と口の健康に関する
法律「みえ歯と口腔の健康づくり条例」を制定しま
した。
　第１章第２条の１には、『県民一人ひとりが、自ら
歯と口腔の健康づくりに取り組むことを促進するこ
と』、第４章第 15 条には、『歯と口腔の健康づくり
について、県民の関心と理解を深めるとともに、歯
と口腔の健康づくりへの取り組みが積極的に行われ
るようにするため、11月８日を「いい歯の日」とし、

11月を「八○二○（はちまるにいまる）推進月間」
とする』とあります。
　歯と口の健康は、心や体の健康につながります。
この機会に自分のお口の中の点検をしてみましょう。
　なお、11月 25日に行われる健康まつりでは、歯
科保健コーナーにおいて、歯科健診を受けてくれた
方を対象に、年齢に適した歯ブラシや義歯洗浄剤な
どのプレゼントを用意しております。ぜひお越しくだ
さい。

11 月８日は「いい歯の日」
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TOWN TOPICS IN KIHO

　熊野速玉大社例大祭の「御船祭」が 10月 16 日、同神
社と熊野川で行われ、烏

う ど の

止野神社総代会が管理する諸手船
も参加しました。
　諸手船は古くから、御船祭で神霊をのせた神幸船を導く
大役を務めており、赤い衣装に身を包んだアタガイウチが
神霊を導く動きを表した「ハリハリ踊り」を舞いながら、
御船島を３周し、対岸にある御

お た び し ょ

旅所へ神幸船を導きました。
　今年は、台風12号災害の影響で中止された「早船競

きょうそう

漕」
が２年ぶりに復活し、勇壮なレースが繰り広げられました。

諸
もろ

手
と

船
ぶ ね

が神
し ん こ う せ ん

幸船を導く!!

　矢渕中学校吹奏学部は 10月８日、第５回定期演奏会を
まなびの郷で開催しました。
　演奏会は２部構成で行われ、１部ではクラシック曲が中心
のコンクール課題曲などを川

かわぐち

口亜
あ き

紀顧問の指揮で演奏。２部
では卒業生や元顧問の谷

たに

廣
ひろあき

明先生も加わり、アニメや演歌、
ポップスなど幅広いジャンルを取り入れ演奏しました。
　練習を重ねてきた部員たちの迫力のある演奏に、会場か
らは大きな拍手がわき起こっていました。

矢渕中吹奏学部が定期演奏会♪

Town topics

　紀宝町歩こう会は 10月５日、長野県の御嶽山登山を行いました。
　山肌を彩る紅葉が見ごろの時期、参加した 26名は約３時間 30分かけて、木
曽御嶽山剣

け ん が み ね

ヶ峰の頂上（標高 3,067 ｍ）まで登りきりました。登山当日は雲ひ
とつない晴天に恵まれ、山頂からの 360 度の眺望は絶景で、北アルプスの山々
はもちろん、南アルプスや富士山も見え、参加者たちはその美しい景色に「素晴
らしい！！来て本当によかった」と言いながら、しばし見とれていました。

歩こう会  日本百名山のひとつ霊
れ  い  ほ  う

峰御
お  ん  た  け  さ  ん

嶽山へ Town topics

01.溶岩のガレ場を越えて、頂
上を目指しました。02.紅葉が
見ごろでした。03.スタート地
点で記念撮影。04.木曽御嶽山
剣ケ峰に登頂した参加者たち。

Town topics

Town topics

01

04 03 02

　紀宝町高齢者地域見守り隊の養成講座修了式が９月 26
日、役場大会議室で行われ、高齢者をとりまく消費者トラ
ブルの知識を全７回の講座で学んだ 22人に対し、西田町
長から修了証が手渡されました。
　同見守り隊は今後、１期生 24人と連携して、消費者被
害による相談や情報提供、啓発活動などで、被害の未然防
止活動を展開していきます。
　また、隊員には、同見守り隊のマスコットキャラクター
の『カメレンジャー』のイラストが描かれた白色のベスト
と缶バッチが配られました。

高齢者見守り隊 ２２人に修了証

01.紀宝町高齢者地域見守り隊の養成講座を修了した１期生と２期生。02.マス
コットキャラクター『カメレンジャー』が描かれた缶バッチ。

0102

03

01.川口顧問の指揮で金賞受賞曲などを演奏。02.卒業生も加わり、ポップス
やアニメソングで華やかに。03.コントラバス。04.ＡＫＢ 48 の「フライング
ゲット」では部員５人が踊りを披露。05.ホルン。06.フルート。

02

01

05

06

03

04

01

02

01.諸手船の上では、赤い衣装に身を
包んだアタガイウチが音頭に合わせて
「ハリハリ踊り」を奉納した。02.神幸
船を導く諸手船。03.２年ぶりに復活
した「早船競漕」は迫力満点。
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ペンリレー
Penre lay  No .81

素
晴
ら
し
い
仲
間
に
恵
ま
れ
て

倉
前
　
太  

さ
ん
（
鵜
殿
）　

P R O F I L E

くらまえ　ふとし さん　
紀宝町商工会青年部長を平成 21
年から３年間務められた倉前さん。
「現役のメンバーもがんばってい
ます。これからも青年部の活動に、
ご理解とご協力をよろしくお願い
します。」と話していました。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
で
巨

大
地
震
が
発
生
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ

て
大
津
波
が
東
日
本
の
沿
岸
部
を
襲
い

ま
し
た
。
私
た
ち
商
工
会
青
年
部
は
、

６
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
岩
手
県

陸
前
高
田
市
に
向
か
い
ま
し
た
。当
初
、

10
人
集
ま
れ
ば
い
い
か
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
結
局
16
人
も
集
ま
り
、
4

台
の
車
に
分
乗
し
て
２
泊
３
日
の
行
程

と
な
り
ま
し
た
。

　

秋
に
再
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
こ
う

と
話
が
出
て
い
た
矢
先
、
そ
う
で
す
平

成
23
年
９
月
３
日
、
当
地
域
に
台
風
12

号
が
激
甚
な
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

私
は
す
ぐ
に
町
内
の
状
況
と
商
工

会
青
年
部
メ
ン
バ
ー
の
確
認
を
し
ま

し
た
。「
水
が
無
い
」、「
誰
と
連
絡
つ

い
た
？
」、「
電
気
は
あ
る
か
」、「
誰

か
手
伝
い
に
来
れ
ん
か
？
」、「
何
か

ら
手
を
つ
け
て
え
え
か
、
わ
か
ら
ん
」、

「
食
べ
物
は
？
」。
み
ん
な
の
状
況
も

さ
ま
ざ
ま
で
、
本
当
に
混こ

ん
と
ん沌
と
し
た

中
で
１
週
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

被
災
し
て
４
日
目
く
ら
い
で
、
紀
北

町
の
商
工
会
青
年
部
が
手
伝
い
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
他
の
い
ろ
い

ろ
な
団
体
か
ら
も
、
問
い
合
わ
せ
や

お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
ひ

と
り
で
は
何
も
出
来
ま
せ
ん
が
、
い

ろ
ん
な
仲
間
が
た
く
さ
ん
の
力
を
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
私
が

紀
宝
町
商
工
会
青
年
部
に
所
属
し
て

い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
す

が
、
商
工
会
青
年
部
と
い
う
存
在
が
中

心
と
な
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
繋つ

な

が
り
が

で
き
て
い
た
、
こ
れ
だ
け
は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
冒
頭
の
東
日
本
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
し
て
も
そ
う
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
当
初
の
事
業
計
画
に
あ
る
わ

け
で
な
く
、
急
に
持
ち
上
が
っ
た
こ
と

で
し
た
が
た
く
さ
ん
の
メ
ン
バ
ー
が
、

仕
事
も
休
日
も
返
上
で
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
し
、
素

晴
ら
し
い
仲
間
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

お
金
で
買
え
な
い
、
努
力
だ
け
で
築

け
な
い
、
と
て
も
大
き
な
財
産
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
人
と
人
の
繋
が
り
、
ま

た
こ
の
ペ
ン
リ
レ
ー
で
財
産
が
大
き
く

な
り
そ
う
で
す
。

　

紀
宝
町
で
お
世
話
に
な
っ
て
20
年
、
最

近
そ
ん
な
事
を
感
じ
て
い
ま
す
。
感
謝
。

　

12
月
号
は
鵜
殿
の
笹さ

さ
た
に谷

和か
ず
ひ
ろ弘

さ
ん
で

す
。
倉
前
さ
ん
か
ら
は
、「
さ
っ
さ
ん
、

大
役
を
快
く
『
は
い
喜
ん
で
！
』
と
引
き

受
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
さ
ら
に
、

た
く
さ
ん
の
仲
間
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。」

若い衆登場
Young  No .81

南み
な
み　

研け

ん

し志 
さ
ん
（
井
田
・
25
歳
）　

日
本
の
歴
史
が
好
き
で
す
!!

◆
お
仕
事
は
？

　

紀
宝
町
役
場
企
画
調
整
課
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。
今
年
で
３
年
目
で
、
主
に

町
民
バ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ

と
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？

　

読
書
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
す
。あ
と
、

歴
史
が
好
き
で
す
。

◆
旅
に
行
く
と
し
た
ら
？

　

北
海
道
の
函
館
に
あ
る
五ご

り
ょ
う
か
く

稜
郭
を
見

に
行
き
た
い
で
す
。
日
本
で
は
珍
し
い

近
代
的
な
お
城
な
ん
で
す
よ
。

◆
理
想
の
タ
イ
プ
は
？

　

優
し
く
て
、一
緒
に
い
て
落
ち
着
け
て
、

あ
と
、
味
覚
の
合
う
人
が
い
い
で
す
ね
。

◆
今
、
は
ま
っ
て
い
る
こ
と

　

11
月
３
日
に
井
田
神
社
の
祭
が
行

わ
れ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
披
露
す

る
Ａ
Ｋ
Ｂ
や
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
踊
り
を

今
一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。

◆
ひ
と
こ
と

　

町
職
員
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
み
な

さ
ん
に
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

はしゃぎっ子
Kid s  No .81

【募集】満３歳の誕生日を迎える子ども（平成 22年１・２月生まれ）を募集しています。ご希望の方は、広報係（☎ 33－０３３４）までご連絡ください。申込期限は１１月30日（金）まで。

仲
な か が わ

川  皓
ひ ろ よ し

晶 くん（神内）
平成 2 1年 1 1月６日生まれ
慶志さん＆久美子さんの四男

救急車、消防車、パトカーがとっても大好きなヒロ
くん♪サイレンの音が聞こえてくると寝ていてもす
ぐに目覚めることができるんです！将来は、みんな
のためにがんばってくれるかな？毎日、ニコニコ笑
顔で元気に大きくなぁれ…お母さんから

竹
た け な か

中  心
こ こ ね

音 ちゃん（鵜殿）
平成21年11月1 8日生まれ
俊介さん＆明佳さんの長女

保育所に行き出して1年。お家では先生の真似をして楽し
ませてくれるここちゃん。弟の健悟くんの面倒もよくみて
くれ、寝る時は隣に寝かせ「ねんねこ～♪」と言い、いつ
も寝かせてくれます。これからも元気いっぱい遊んで、思
いやりのある優しい子になってね。…お母さんから
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mail information

町の人口 － population －

平成24年９月末現在（前月比)
人口 １１,９１０（－ 13)
男 ５, ５９０（－９)
女 ６, ３２０（－４)
世帯 ５, ４０３（－ 11)

on

主な電話番号 － telephone －

役 場 総 務 課 （33）0 3 3 3
役場企画調整課 （33）0 3 3 4
役場総務課（防災対策）（33）0 3 3 5
役場産業建設課 （33）0 3 3 6
役場税務住民課 （33）0 3 3 7
役場環境衛生課 （33）0 3 3 8
役 場 福 祉 課 （33）0 3 3 9
役 場 出 納 室 （33）0 3 4 0
教 育 委 員 会 （33）0 3 4 1
議 会 事 務 局 （33）0 3 4 2
役場環境衛生課（水道）（33）0 3 4 3
地域包括支援センター （33）0 1 7 5
保 健 セ ン タ ー （32）3 7 0 0
相 野 谷 診 療 所 （34）0 0 1 1
鵜 殿 図 書 館 （32）4 6 4 6
ま な び の 郷 （32）0 2 4 1
神内福祉センター （32）2 0 2 3
鵜殿福祉センター （32）0 9 5 7
熊野自殺防止センター
０５９７９－２－２２７７

【毎週金・土曜日　午後７時から 11時まで】

防災行政無線（フリーダイヤル）
０１２０－３３４－１１９
おかけ間違えのないように！

今月のワンコ

マーク

　

11
月
12
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
ま
で

の
２
週
間
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」
の
期
間
で
す
。

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身
取

引
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

●
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会

　

青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
個
人

の
方
を
対
象
と
し
て
、
決
算
の
事

務
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

11
月
22
日
㈭　
　
　
　

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

【
場
所
】　

御
浜
町
役
場
３
階
く
ろ

し
お
ホ
ー
ル

※
青
色
申
告
決
算
書
用
紙
は
確
定

申
告
書
用
紙
に
同
封
し
て
送
付
し

ま
す
。

※
平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
を
電
子
申
告
（e-T

ax

）
で

行
っ
た
方
に
は
、
青
色
申
告
決
算

書
の
用
紙
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
青
色
申
告
決
算
書
の
用
紙
が
必

要
な
方
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
出
力
し
て
い
た
だ
く
か
、

税
務
署
の
窓
口
又
は
説
明
会
当
日

に
会
場
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

給
与
所
得
者
（
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
含
む
）の
個
人
住
民
税（
個

人
市
町
民
税
＋
個
人
県
民
税
）
は
、

法
令
に
よ
り
、
事
業
主
が
給
与
か
ら

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
し
て
、
給
与

所
得
者
に
代
わ
っ
て
市
町
に
納
税
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
と
県
内
全
市
町
で
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
、
法
定
要
件
に

該
当
す
る
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
個

人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
特
別
徴
収
を
行
っ
て

い
な
い
会
社
な
ど
は
、
特
別
徴
収

へ
の
切
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
年
末
調
整
説
明
会

　

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象

と
し
て
、
年
末
調
整
の
事
務
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

11
月
22
日
㈭

　

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

【
場
所
】　

御
浜
町
役
場
３
階
く

ろ
し
お
ホ
ー
ル

※
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
お
よ
び

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」

が
事
前
に
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、

当
該
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
尾
鷲
税
務
署
個
人
課

税
第
一
部
門
（
☎
０
５
９
７
ー
22
―

２
２
２
４
）
ま
た
は
法
人
課
税
部
門

（
☎
０
５
９
７
―
22
―
２
２
８
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

11
月
12
日
㈪
か
ら
18
日
㈰
ま
で

は
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
の
強
化
週
間
で
す
。

　

女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い
法

◆
後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
期
限
の
延
長
）
の

納
付
開
始
お
よ
び
受
給
資
格

期
間
の
短
縮
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超

え
る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
年
10

月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過
去
10

年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
後
納
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。

泫
後
納
保
険
料
を
納
付
で
き
る
期

間
は
、
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

　

過
去
10
年
以
内
の
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の

年
金
額
を
増
や
し
た
り
、
年
金
の

受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
か
ら

は
、
受
給
資
格
期
間
を
こ
れ
ま
で

の
25
年
（
３
０
０
月
）
か
ら
10
年

（
１
２
０
月
）
に
短
縮
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
受
給
資
格
期
間
を
満

た
さ
な
か
っ
た
方
が
年
金
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
る
場
合
や
、
後

納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５

０
）
に
お
電
話
い
た
だ
く
か
、
尾

鷲
年
金
事
務
所
（
☎
０
５
９
７
―

22
―
２
３
４
０
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。
こ

う
い
っ
た
状
況
に
な
っ
た
場
合
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
専
門
の
相
談
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
運
動
期
間
を
き
っ
か
け

に
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
窓
口
】

◆
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
女
性
相
談
所
）

☎
０
５
９
―
２
３
１
―
５
６
０
０

◆
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　

☎
０
５
７
０
ー
０
ー
５
５
２
１
０

※
自
動
音
声
に
よ
り
、
お
近
く
の

相
談
窓
口
を
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
、

女
性
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

◆
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

（
全
国
共
通
）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

必
要
で
す
が
、
審
査
の
結
果
、
後

納
制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い

た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

国
民
年
金
係（
☎
33
―
０
３
３
７)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

11
月
の
尾
鷲
社
会
保
険
事
務

所
の
職
員
に
よ
る
年
金
相
談
は
、

11
月
21
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
、
役
場
２
階
小
会

議
室
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

紀宝町下水道サービス株式会社
浄化槽のご相談は

0120-620-690
フリーダイヤル

紀宝町鵜殿１３７５番地１
TEL：0735-33-0360（代）
FAX：0735-33-0365 
ＨＰ：http://www.pfi-kiho.jp/

有
料
広
告

（外国人を含む）

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日
㈮
か
ら
15
日
㈭
ま

で
、「
消
す
ま
で
は
、
出
な
い
行

か
な
い
離
れ
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

私
達
の
大
切
な
生
命
、
財
産
を
失

わ
な
い
た
め
に
も
火
災
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
放
火
火
災
対
策

○
可
燃
物
を
放
置
し
な
い
で
整
理

し
ま
し
ょ
う
。

○
不
審
者
の
動
向
を
注
視
し
地
域

一
体
と
な
っ
て
警
戒
心
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

○
空
家
・
車
庫
・
物
置
に
必
ず
施

錠
し
ま
し
ょ
う
。

○
地
域
住
民
の
一
人
ひ
と
り
放

火
火
災
に
注
意
を
呼
び
か
け
ま

し
ょ
う
。

◆
住
宅
防
火　

　

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
火
す

る
た
め
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
詳
し
く
は
、
熊
野
市
消
防
本
部

予
防
課
予
防
係
（
☎
０
５
９
７
―

89
―
０
９
９
４
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

消

防

署

か

ら

の

お

知

ら

せ

女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動

・
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会

・
年
末
調
整
説
明
会　

開
催

ご
存
知
で
す
か
？

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

女

性

の

人

権

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金

広報きほう
大きさ １枠　縦45mm×横86mm

掲載料
１枠につき月額で、
　   町内事業者　  7,000円
   　町外事業者　10,000円

町では、「広報きほう」のこの位置に有料広告を掲載しています。
ぜひ、みなさんの会社やお店の宣伝にご活用ください。

詳しくは、

紀宝町役場企画調整課
☎３３ー０３３４まで
お問い合わせください。

広報きほうへ

広告を掲載しませんか？

　

町
で
は
、
平
成
24
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
て
、
背
負
い

式
消
火
水す

い
の
う嚢

20
台
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

10
台
、
訓
練
用
水
消
火
器
12
台
、
担

架
10
本
、
パ
ソ
コ
ン
１
台
（
防
災
啓

発
用
）
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
購
入
し
た
備
品
を
消

防
団
で
有
効
に
活
用
し
、
消
防
活

動
や
訓
練
指
導
、
防
災
対
策
の
普

及
啓
発
等
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

消

防

資

機

材

を

購

入

し

ま

し

た

訓
練
用
水
消
火
器

防
災
啓
発
用
Ｐ
Ｃ
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　広報きほうでは、毎年ご好評いただいている「笑顔の写メール大募集」を今年も行い、
新年を飾る平成 25 年１月号の表紙を、みなさんの「笑顔」の写真でいっ
ぱいに埋め尽くしたいと思います。
　みなさんの一番身近にある携帯電話のカメラ機能を使って、笑顔の写メー
ルを《koho@town.kiho.lg.jp》までご応募ください。ご投稿いただいた写
メは、できる限り全員、広報きほう（１月号）に掲載いたします。年齢制限
はありません。みなさんの満面の笑みで、新年を祝おうじゃありませんか。
募集要項は次のとおりです。たくさんのご応募お待ちしております。

今年１月
号の表紙

今年１月
号の表紙

募 集 要 項
●応募期間　
　１１月２３日（金）まで
●応募条件　
　被写体の方が、紀宝町内に在住の方
●応募作品（テーマ）　
　笑顔
●作品形式
・ＶＧＡ以上（できるだけきれいに）
・ファイルサイズ：特に制限はありませ
んが、メール添付で送れるサイズ以内
●応募方法
　撮影した携帯電話の写真をメールに添
付して、投稿者の住所、氏名、年齢、電話
番号、被写体の氏名と町や「広報きほう」
についてのひと言を
書いて、次の指定す
るメールアドレス宛
にお送りください。
koho@town.kiho.
lg.jp 

●入賞賞品
　ご応募いただいた中から、特に素敵
な笑顔の写真に関しては、特選・入選
を選考し、投稿者に紀宝町の特産品を
プレゼントします。
　◆特選：３名（特産品５千円分）
　◆入選：10 名（特産品１千円分）
●審査
　役場企画調整課の厳正なる審査のう
え、入賞作品を選考させていただいま
す。発表は、広報きほう１月号にて。
●注意点
①被写体の方のご了承を得たうえで、ご応
募ください。

②写真は、縦で撮ってください。
③１枚につき、被写体は１人でお願いします。
④作品例のように、アップで撮影してください。
⑤お一人様何点でもご応募いただけます
が、掲載については、被写体１人につき
１回限りとさせていただきます。

⑥画像加工（特殊効果や文字の挿入）した
作品は掲載できませんのでご遠慮くださ
い。

⑦掲載に不適切であると思われる写真に関
しては、掲載しない場合がありますので
ご了承ください。

⑧投稿者が大多数の場合、表紙ではなく、
他のページになる可能性があります。ご
了承ください。

⑨携帯電話をお持ちでない方は、作品例の
ように写真を撮り、そのプリントもしく
はデータを役場までご持参ください。

▶詳しくは、役場企画調整課広報係（☎
３３―０３３４）までお問い合わせく
ださい。

締切間近 !!
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１
年
の
ブ
ラ
ン
ク

　

先
月
号
の
「
ひ
と
り
ご
と
」
で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
今
年
も

作
成
し
ま
す
と
書
き
ま
し
た
が
、
今
そ
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
今
年
の
モ
デ
ル
の
「
ト
ト
ロ
」
を
作
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

１
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
る
せ
い
か
、
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

鼻
の
で
っ
ぱ
り
具
合
や
、
お
で
こ
の
角
ば
り
、
後
頭
部
の
ふ
く
ら
み

な
ど
、
そ
う
い
っ
た
細
か
な
と
こ
ろ
が
上
手
に
表
現
で
き
な
く
て
、

作
っ
て
は
壊
し
を
繰
り
返
し
て
い
る
ん
で
す
。
１
週
間
か
け
て
作
っ

た
頭
も
、
納
得
が
い
か
な
く
て
、
す
べ

て
や
り
直
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
や
っ

と
下
の
写
真
よ
う
な
頭
を
作
り
ま
し
た
。

ま
だ
耳
は
な
く
、
目
や
鼻
も
仮
に
紙
で

作
っ
て
あ
る
だ
け
で
す
が
、
な
ん
と
な

く
雰
囲
気
は
伝
わ
っ
て
き
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
か
ら
、
ど
っ
し
り
と
し
た
体
や
、

胸
の
マ
ー
ク
、
爪
、
し
っ
ぽ
と
い
っ
た

細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
作
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
う
ま
く

作
れ
る
か
不
安
で
す
が
、
３
６
０
度
、
ど
こ
か
ら
見
て
も
ト
ト
ロ
に

な
る
よ
う
、
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
光
の
祭
典
in
紀
宝
」
の
実
行
委
員
会
で
は
、
み
な
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
い
笑
顔
を
届
け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
会
場
全
体
に
飾
り
付
け
し
ま
す
。
幻
想
的
な

世
界
を
見
に
、
会
場
と
な
る
田
代
公
園
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
悩
め
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
タ
ー  

竹
鼻　

康
）

平
成
2
4
年
1
1
月
１
日
発
行
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  自
然
保
護
の
た
め
、
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
お
よ
び
石
油
系
成
分
の
少
な
い
植
物
油
性
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
 編
集
／
紀
宝
町
役
場
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係
　

　
 〒
519
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5701　

三
重
県
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
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324
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地
　
  

　
 T
EL 0735-33-0334　

　
　
　
　
FA
X
 0735-32-1102

アカメちゃん

アオメレンジャー

Profile

出身地：小笠原諸島
特　徴：頭が比較的小さく、二重

まぶたで男前。なんでも
できる万能タイプ。女の
子に優しく、さわやか。
モテモテ。だけど嫌味が
ないから男からも人気！

性　格：温和で優しい
趣　味：料理、波乗り、ドライブ
好きな食べ物：海藻入りのサラダ

Ｋ

（アオウミガメ）


